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                              令 和 8 年 1 0 月 2 7 日 

 

自主防災隊長 各位 

浜松市危機管理課 課長 小林 正人   

浜松市自主防災隊連合会会長 小名木 秀雄 

 

令和８年度浜松市地域防災訓練の実施について（お願い） 
 

秋冷の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日ごろから

地域の防災対策の推進につきましてご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、本年度の浜松市地域防災訓練を下記のとおり実施を予定しております。 

つきましては、「令和8年度浜松市地域防災訓練実施要領」等を送付いたしますので、多くの住

民の積極的な参加を促すとともに、地域の実情に合わせた防災訓練を実施されますようお願い

いたします。 

なお、本訓練は、令和8年度 浜松市自主防災隊連合会 定期総会資料内 第4号議案「事業計画」

に記載の「大規模な突発地震の発生に備えた地域防災訓練」と同じものです。 

 

記 

 

１ 訓練実施日 

12月6日（日）「地域防災の日」（推奨日） 

※訓練実施日は必ずしも上記日程である必要はありません。各自主防災隊が任意の日を設定

しても構いません。 

12月6日（日）は、以下のとおり同報無線等からサイレン吹鳴及び緊急速報メールの訓練配信

を行いますので訓練開始の合図などにご活用ください。 

サイレン吹鳴等の中止基準は、別添「令和８年度浜松市地域防災訓練実施要領」の「５ 中

止基準」をご覧ください。 

同報無線 

（戸別受信機含む） 

※一部地域を除く 

令和8年12月6日（日） 

・午前8時50分ごろ 「訓練のお知らせ」 

・午前9時00分ごろ 「地震発生［サイレン（60秒間吹鳴）］ 

・午前9時05分ごろ 「大津波警報［サイレン（3秒吹鳴・2秒休止）

×3回］」 繰り返し1回 

※「大津波警報」：中央区(中・西・南地域)浜名区(北地域)が対象 

（雄踏・三ヶ日地区を除く） 

緊急速報メール 令和8年12月6日（日） 

・午前9時05分ごろ 「【訓練】避難指示“発令”（大津波警報）」 

※中央区、浜名区の携帯電話、スマートフォンなどに配信 



２ アンケートへの回答について 

本アンケートは、最終的に静岡県が取りまとめ、参加人数や実施内容を集計するために使用

します。浜松市においては、調査結果の一部を浜松市公式HP内「自主防災隊のページ」に掲載

し市民等へ情報提供することで、参加を促すために使用します。 

 種別 対象 回答方法 回答期日 

1 

令和 8 年度地域防災

訓練実施アンケート

（計画）※3 

全自主防災隊 

Web 回答 

※1、2 

 

11 月 20 日（金） 

郵送、FAX、メール、窓口渡

しの方法によるアンケート

用紙の提出 

11 月 20 日（金） 

2 

令和 8 年度地域防災

訓練実施アンケート

（結果） 

「訓練を 

実施した隊」 

または 

「訓練を 

中止した隊」 

Web 回答 

※1，2 

 

「訓練後 

1 週間以内」 

または 

「中止決定後 

すぐに」 ※4 

郵送、FAX、メール、窓口渡

しの方法によるアンケート

用紙の提出 

※1 Webでご回答いただいた場合は、紙やハガキでの回答は不要です。 

※2 Web での回答方法：上記 1、2 の用紙の「二次元コード読み込み」 

または「URL にアクセス」して、その指示に従って回答してください。 

※3 本通知を受け取る前に、地域防災訓練を実施済みの場合は、「アンケート（計画）」の

二次元コードに実施結果を回答してください。「アンケート（結果）」は、参加人数の報

告のみであり、訓練内容を把握できないため、「アンケート（計画）」での報告をお願いし

ます。 

※4 「アンケート（計画）」に実施予定と回答後、訓練の中止を決定した場合は、 

速やかに「アンケート（結果）」に「中止」の回答をしてください。 

※5 アンケート用紙やハガキなどを紛失した場合は、下記URLから入手が可能です。 

アンケート等資料格納場所：浜松市公式ホームページ「自主防災隊のページ」 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kiki/disaster/bousai/jishubo.html 

 

 

 

 

自主防災隊のページの二次元コード 

ホームページには、最新の情報を掲載しています。 

随時ホームページをご覧ください。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kiki/disaster/bousai/jishubo.html


３ 添付書類 

  （１）令和8年度浜松市地域防災訓練実施要領 

  （２）令和8年度地域防災訓練実施アンケート（計画）・・・A4 

  （３）アンケート返信用封筒用紙 

  （４）令和8年度地域防災訓練実施アンケート（結果）・・・ハガキ 

 

４ その他 

(１) 訓練計画の作成にあたっては、同封の「令和8年度浜松市地域防災訓練実施要領」をお読

みいただき、別紙１「令和8年度静岡県地域防災訓練 実施項目例」及び付紙１「参考情

報」を参考に取り組まれるようご検討ください。 

(２) 訓練指導等は、各区区振興課もしくは最寄りの消防署・消防団へご相談ください。また、

道路上において放水訓練等を行う場合は所轄の警察署へ道路許可使用申請が必要となり

ますので、手続きをお願いします。 

(３) 地域の住民に、可能な限り、訓練参加への働きかけをお願いします。 

(４) 地域防災人材バンクの活用について 

静岡県では、「地域防災指導員」や「静岡県防災士」等を養成し、地域や職域での防災活

動に指導者や講師、アドバイザーなどとして協力・貢献できる方の名簿「地域防災人材バ

ンク名簿」を作成しています。この名簿は、防災講座の講師や、訓練におけるアドバイザ

ーとして派遣のご希望に対してご活用いただけます。また、「詳細は、下記連絡先までお

問い合わせください。 

連絡先：静岡県地震防災センター 

（電話：054-251-7100 メール：eq-center@amethyst.broba.cc） 

(５) 浜松市は、各区で起こりうる災害の想定や、災害の特性に応じた避難行動の手順、判断基

準、注意点などをまとめた「区版避難行動計画」を作成しております。訓練の参考として

お読みいただきますようお願いします。最新の区版避難行動計画は、市ホームページに掲

載しています。 

 
≪問合せ先≫ 

〒430-8652 浜松市中央区元城町103-2 

浜松市危機管理監 危機管理課 

市民啓発グループ 担当：笠原、中村、山本 

TEL:053-457-2537 FAX:053-457-2530 

E-mail:bosai@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

mailto:eq-center@amethyst.broba.cc
mailto:bosai@city.hamamatsu.shizuoka.jp


 

令和８年度 浜松市地域防災訓練実施要領 
１ 目的 

「地域の特性に応じた防災体制の確立」と「市民の防災意識の高揚による減災の実現」を目

的に、市民・自主防災隊が中心となって、地域の特性に応じた地域防災訓練を毎年度実施して

いる。 

静岡県地震・津波対策アクションプログラム2023では、「想定犠牲者の９割減災」と「被災

後生活の質的向上」を目指しており、浜松市においては、自助・共助を見直す取り組みを推進

することで、地域防災力の更なる向上を図る。 

 

２ 訓練実施日 

12月6日（日）「地域防災の日」（推奨日） 

訓練実施日は必ずしも上記日程である必要はありません。各自主防災隊が任意の日を設定し

ても構いません。 

 

３ 訓練想定 

各地域の特性に応じ、地震・津波・風水害による被害などのリスクを踏まえた想定のもと訓

練を実施する。 

 

４ 訓練実施項目及び配慮事項 

訓練実施項目については、別紙１「訓練項目例」を参考として実施するものとする。家庭や自主防災

隊における自助・共助の防災力を高めるために、本年度積極的な実施を推奨する項目を重点項目と

する。なお、実施に当たっては、地域特性を踏まえ実施するものとする。 

また、12月が「多文化共生月間」に位置付けられていることを踏まえ、外国人県民を地域防災の担い

手と捉えて、積極的な訓練参加を呼びかけるものとする。 

 

５ 中止基準 

ア 各隊の訓練中止基準は独自に定めるものとし、下記イを参考にする。 

イ 浜松市として、12月6日のサイレン吹鳴等を中止する基準は、下記のとおりとする。 

(1) 市内に津波注意報、津波警報又は大津波警報が発表されている場合 

(2) 市内に震度４以上の地震が発生し対応を必要とする場合 

(3) 市内に気象警報（大雨・洪水・暴風・高潮・大雪）又は気象に関する特別警報が発表さ

れている場合 

(4) 県内に震度５弱以上の地震が発生し対応を必要とする場合 

(5) 県内に気象に関する特別警報が発表され対応を必要とする場合 

(6) 南海トラフ地震臨時情報（調査中、巨大地震注意又は巨大地震警戒）が発表され対応を

必要とする場合 

(7) その他、中止することが必要であると判断される事象が生じた場合 

ウ 上記イによりサイレン吹鳴などを中止する場合、以下の方法で訓練中止を周知する。 

(1)市ホームページ（自主防災隊のページ）へ掲載（中止決定次第。前日･当日を除く） 

(2)災害用伝言ダイヤル「１７１」（伝言再生用電話番号053-457-2537 別紙2参照） 

（当日午前6時30分ごろ） 

(3)災害用伝言板（ｗｅｂ１７１）（伝言確認用電話番号053-457-2537 別紙2参照） 

（当日午前6時30分ごろ） 

(4)防災ホッとメールの配信（当日午前6時30分ごろ） 

(5)浜松市公式LINE（緊急情報）の配信 （当日午前6時30分ごろ） 

(6)自主防災隊一斉連絡メール（登録いただいた方のみ）の配信（当日午前6時30分ごろ） 

別添 



 

＜重点項目 概要＞ 

自
助 

○「わたしの避難計画」「マイ・タイムライン」の作成・点検、「地区津波避難計画（作成済

の地区のみ）」の確認 

・ハザードマップで自分のいる場所の災害リスクを確認（浜松市防災マップの活用） 

○緊急防災情報の確認（「南海トラフ地震臨時情報」「特別警報」「避難情報」など） 

○避難訓練など自主防災活動への参加 

・避難場所、避難経路、避難所要時間の確認（「静岡県防災」アプリの活用） 

○身の回りの防災対策の確認 

・家具類の固定 

・家庭内の7日分の生活物資の備蓄 ・携帯トイレの備蓄 

○フェーズフリーの考えを意識した取組 

・災害への備えを特別なものとせず、普段の生活に溶け込ませることを意識した行動 

（例）普段から消費する食品を少し多めに買い足す。モバイルバッテリーは、災害時もスマート

フォンの充電に使用でき、情報収集や連絡手段を確保できる。キャンプ用品を災害時に使用

する。散歩やランニング中に、近所の危険な場所を確認する。災害を想定し、商用電源や公共ガ

スを使用せず、モバイルバッテリーやカセットコンロを使って模擬避難所生活を体験する。 
○地震保険の加入 

・地震、噴火、津波による火災、損壊、流失などで建物や家財が損害を受けた際に支 

払われる保険の加入を検討し、｢もしも｣に備える 

○能登半島地震を踏まえて追加する重点項目 

・住宅の耐震化の確認 

・火災防止対策の確認（感震ブレーカー、住宅用火災警報器などの備え） 

・電気、ガス、水道、電話、交通機関等の被害の発生を想定した備えの確認 

共
助 

○避難所運営訓練の実施 

・ファーストミッションBOXを利用した避難所開設の初動訓練【推奨】 

・自主防災隊の運営体制の確認 

・女性の視点を取り入れた避難所環境や運営方法の確認 

・避難行動要支援者の所在の把握と支援方法の確認 

・上記確認事項を踏まえた避難所運営訓練の実施 

○避難訓練の継続的な実施 

・避難所要時間や避難経路の検証 ・若年世代の地域防災活動への参加 

○計画、マニュアル類の継続的な見直し、確認 

・地区津波避難計画（作成済みの隊のみ）の見直し 

・避難所運営マニュアルの確認 

○能登半島地震を踏まえて追加する重点項目 

・自主防災隊における情報伝達方法の確認（隊員間及び市との情報伝達） 

・感染症対策や衛生環境改善（簡易トイレ、マンホールトイレなど）を踏まえた避難所運営

訓練 

・孤立が予想される地域における対応（住民が主体となったヘリポート開設訓練、通信手段

の確認、給水訓練や炊き出し訓練など） 

○フェーズフリーの考えを意識した取組 

（例）日頃からの近所の方と挨拶をして、顔見知りの関係を築くことで災害時の安否確認など

助け合いに繋がる。避難所に常設されている資機材の中に、避難所運営時に活用できるも

のがないかを確認する。（卓球台をパーテーションや机として使用、体育マットをクッシ

ョンとして使用等。） 



訓練参考事例（静岡県資料）






















